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単位 講義区分

２単位 講義

ナンバリング

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

％

％

100 ％
上記以外の試験、

平常点評価
課題提出１０％、読みのテスト（２回）２０％、理解度テスト（２回）７０％

教科書 『基礎から学ぶ中国語』矢野賀子・劉一之著（「Manalog」からダウンロードする）

参考資料

レポート

事前学修 １時間 テキストをダウンロードし、予習をする。

事後学修 １時間 本文の読み練習、プリントの課題をする。

成績評価方法 割合 評価基準等

定期試験

第１課　「自己紹介」②：読みの練習、リスニング練習

理解度テスト②（筆記；４－６課と読み）

第２課　「私の一日」；文法のポイント（動賓構造他）

読みの練習、第２課課題プリント

第３課　「私たちの学校」；文法のポイント（量詞、存在表現他）

読みの練習、第3課課題プリント、第１課から第３課の復習

理解度テスト①（筆記；１－3と読み）

第４課　「私の専攻」；文法のポイント（連体修飾語の作り方ほか）

読みの練習、第4課課題プリント

第５課　「私の趣味」；文法のポイント（能願動詞、形容詞述語文他）

読みの練習、第5課課題プリント

第６課「街へ買い物に」；文法のポイント（連動文、方向補語他）

第6課課題プリントと第４課ヵら第６課の復習

科目名 基礎から学ぶ中国語Ⅰ

5354101

外国語学部

第１課課題プリント

矢野　賀子

期待される学修成果 言語・文学 FL2CHI507

到達目標及びテーマ
中国語の発音の規則を復習し、前期の終わりにはピンイン記号を見て自分で文章を読むことができる。文法的に基礎から積み上げていき、短文
の日本語を中国語訳できるようになる。本文の内容について質疑することで、簡単な会話能力を身につけることができる。

担当教員

授業の概略
使用するテキストは、中国語の５つの基本構造を学べるように編集したものである。 テキストは全部で12課あり、本文の新出単語、文法ポイント
を解説した後、読みの練習をする。発音（ピンイン）の規則については、新出単語解説の際に復習する。毎課本文学習後、リスニング、日本語
訳、中国語訳等の練習問題をする。

授業計画

１．オリエンテーション　２．第１課　「自己紹介」①：文法のポイント（主述構造他） 3.中国語のピンインの復習



（この書式はシラバスとセットにします） 

岐阜聖徳学園大学「基礎から学ぶ中国語Ⅰ」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報を提供します。 

科目名 基礎から学ぶ中国語Ⅰ 

時間割 毎週木曜日 4 時限目 １４時５０分開始 １６時２０分終了 

初回の授業日 ４月１２日（木） 

講義室 羽島キャンパス 6 号館 2 階 6205 講義室 

注意事項 授業が始まったら、休講などの連絡は学内の掲示板または休講通知メールシステムを使います。 

 

授業についての 

問合せ 

羽島教務課（058-279-3493） 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 

交通アクセス 岐阜バス 

岐阜駅から「岐阜聖徳学園大学」行乗車。終点下車。 

備 考 ホームページ：http://www.shotoku.ac.jp/ 

 


